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る EPR（enhanced permeability and retention）効果に着目し、「 ICGタクトソーム」を用いた近
赤外蛍光イメージングによる RA関節炎の早期診断が可能であるかを検討した。 
 
(対象と方法) RAモデルマウスとして、ヒト関節リウマチと酷似した免疫性関節炎を発症する SKG 
/ Jclマウスを使用した。Specific Pathogen Free環境下においては関節炎の発症が抑制され自然発
症しにくい特徴を持つため、mannanを用いて関節炎を誘発した。また関節炎を誘発しないものを
controlとした。蛍光物質として新規乳酸系両親媒性ポリペプチド高分子ミセルである「ラクトソー















































平成 28年 5月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
